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女 子 短 大生 の ラ イフ ス タ

ー循 環 器 系 成 人 病 の

○ 佐 久 間　 淳（ 和 洋 女 大

イ ル

要 因

と 肥

の 分

短 大

満

析

の 関 係

－

〔(社) 日本家政学会

非 ）、 力 丸 テ ル 子 （ 和 洋 女 短 大 ）

的 〕 最 近 の わが 国 にお い て は、 食 生 活 や 運 動 不a  に よ る 成 人 病 の 増 加 と そ の 若 年 化

さ れ て い る。 そ こ で 家 政 系 女 子 大 ・ 短 大 生 約450 名 を 対 象 とし て、 ア ン ケ ート 調 査 を

そ の 内 こ こ で は、243 名 に よ る 分 析 結 果 か ら 得 ら れ た知 見 に つ い て 報 告し たい。

と 方 法 〕1990 ～91 年 に 学 生 約450 名 を 対 象 に し、 運 動・ 歩 行 量、 就 床 ・ 睡 眠 時 間、

量 ・ バ ラ ン ス・ 規 則性 ・ 間 食、 菓 子 類、 イ ン スタ ン ト 食品 の 摂 取、 身 長 ・ 体 重、 Ｂ

体 力、 疲 労、 肥満、 性 格、 生 活 充 実 感、 現 在 の生 活が 自 宅 か 否 か、 ア ル バ イ ト の 有

職 や 結 婚 観、 子 供 を 産 む 数、 酒 ・ タ バ コ、 コ ーヒ ー、 体臭 を 気 に す る こ と と シ ャ ン

回 数、 自 分 の 今 の 生 活と 成 人 病 促 進 と の 関 係 に対 す る 認 識、 成 人 病 予 防 に 関 す る 認

約70 問 の 質 問 を し た。 得 ら れ た 資 料 に つ い て 基 礎統 計 分 析、 相 関 分 析、 ク ラ スタ ー

数 量 化Ｉ 類 分 析 な ど を 行 っ た。

〕 対 象 者 は18 ～20 歳 で 平 均IB.4 歳 で あ り、 身 長 の 平 均 が1  5 8 . 2 cm、 体 重 が50.  3Kg で、

(Body    mass　index  ) が20.1 を 示 し た。 な お、 自 分の 思う 適 正 体 重 が50.  3Kg で 実 際 の

の 差 が み ら れな い。 た だしB   M   I の2  2 . 1 以 上 を 仮 り に ６肥 満 ” と す る な ら ば、13.2

当 し た。 そ し て 睡 眠 時 間 の平 均 は8.  6時 間 を 示 し た。
でB   M    I と 各 変 数 と の 関 係 を 相 関 分 析 で み る と、 有 意 な

ン ス0  . 24、 体 重0  . 70、 体 力 の 自 己 評 価 と は0.21 の そ れ ぞ れ

相

有

関

意

は 体 重 と0  . 78、 栄 養 の

な 正 の 相 関 が 認 め ら れ

一 方、 「 年 齢 」と は －0 . 14, 「 肥 満 が 気 に な る 」と-0  . 48、 自 分 を「 肥 満 と 思 う 」が-0

「 肥 満 を 予 防 し て い る 」が －0 . 20、 自 分 を「 健 康と 思 う 」が －0 . 17、　ｒ ふ だ ん の 運 動 状

」が-  0 . 14、 「 牛 乳 を よ く 飲 む 」が －0 . 17, 「 コ ー ヒ ーを よく 飲 む 」が-0  . 14、　ｒ タ バ コ を

う 」が －0 . 13, 「 吸 い 始 め た 時 期 」が－0.14 の そ れぞ れ 有 意な 負 の 相 関 を 示し て お り、 注

さ れ る。 主 成 分 析 の 結 果 は、 成 分 １ の 運 動 量 に つ い で、 肥 満予 防、 食 事 両、 コ ー ヒ ー、
正

要

ど

体 重、 不 規 則 な 食 事、 牛 乳 の７ 成 分が 抽 出 さ れ た。

約 〕 今 後 は 生 活 の 全 体 像を 表 わ す 構 造 的 特 徴 の 把 握 と、 歩 行・ 運 動 量 と 肥 満 の 関 係
に
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関 す る 因 子 分 析 や、 成 人 病 の 進 行 状 況 の 実 態 把 握 を 進 め て 行 き た い と 考 え て い る
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一脂 肪 酸 の 分 択 一

○ 渡 部　 由 美 垣 本　 充 鶴 山　 美 穂

目 的：　　菜 食 主 義 者 の 食 事 と 健 康 に 関し て 注 目 さ れ る 昨 今、 日 本 でSDA    （Seventhday

Adventist ） 方 式 の 乳 卵菜 食を 行 っ てい る 広 島 三 育 学務 の 生 徒 の 食 事 を 分 析し、 健 康 と の

関 わり を 検討 し て き た。 今 回 は、 栄養 学 的 な 面 か ら 脂溶 性 成 分 に 焦 点 を あ て、 脂 肪 酸 の 質

的 検討 を 試み たの で 報告 する。

調査 方 法：　　14 ～15 歳 の 三 育 学 院 全 寮 制 生 徒（ 粟 食 群 〉男 子59 名 、 女 子50 名 お よ｡び 同 年 齢

の 大 阪 府 在 住 の 生 徒（ 一 般 群 ） 男 子i  2名、 女 子4  0名 に 週日 連 続３ 日 間 の 食 物 摂 取状 況 調 査

を 実 施し た。 分 析 は、 四 訂･日 本 食 品 成 分 表 に 対 応 する 食品 脂 肪 酸 組 成 値を 基 に 開 発さ れ た

コ ンピa.    ■―タ ー 用 ソフ ト に よっ た。

結 果：　　1）菜 食 群 で は、 動 物性 脂 肪の 一 日 摂 取平 均 値｡は 男 子25  . 0 g 、 女 子1  7 、7g 、 植 物 性

油 脂 は 男 子76.  2 g- 、 女 子69  . 7 g 、 一 般 群 で は、 前 者 が 男 子38  . 0 g , 女 子30  . 5 g- , 後 者 が 男

子34  . 5 g 、 女 子29.  3 g で あ っ た。 総 脂 質 量 は 菜 食 群 の 方 が 多 く、 両 群 の 動 物 性 脂 肪 と 植 物

性 油 脂 の 比 に 大 き な 差 が 認 めら れ た。　　2 ）飽 和 脂 肪 酸、 多 価 不 飽 和 脂肪 酸 は 菜食 群 の方

が 有 意 に 高 い 値 を 示し、 一 価 不 飽 和 脂 肪酸 は、 両 群 と も 差 が 認 め ら れな か･つ た。P   ／S 比

は、 菜 食 群 男 子 お よび 女 子は1.  1、 一 般 群 は 男 子0  . 8、 女 子0  . 9 で あ っ た。　　　3 ）菜 食 群 で

は'/ ノ- ル 酸、 リ ノ レ ン 酸の 値 が、 一 般 群 で は アラ キド ン 酸、 エ イ コ サ ペ ン タ エ ン 酸、 ド

コ サ ヘ キ サエ ン 酸 の 値 が、 そ れ ぞ れ 他 群 に 比 べ て 高 く、 い ず れ の 脂 肪 酸 にお い ても 統 計的

に 有 意 差 が 認 め ら れ た。　　4 ）ビ タミ ンＥ は 菜 食 群 が、 コ レ ス テ ロ ー ルは 一 般 群が 男 女 共

に 高 い 値 を示 し た。
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